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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 738 ha

平成 14 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

計画期間 交付期間 23

都道府県名 神奈川県 相模原市 相模台周辺地区

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

【大目標】コミュニティの活気があふれる地区中心市街地として相応しい魅力の創造と住環境の整備を促進する。
　目標１　地区中心市街地として相応しい賑わいのあるまちづくり
　目標２　安全・安心で快適な住環境の整備
　目標３　地域の一体感の創出とコミュニティ活動の醸成

まちづくりの経緯及び現況
・当地区は昭和13年の陸軍病院（現在の国立相模原病院）の開設を契機に開発がはじまり、大規模団地を抱える住宅中心のまちとなっており、市街化調整区域にも多くの住宅が立ち並んでいる。
・米軍相模原住宅地区により道路が分断されるなど、良好なまちづくりを進めるための障害となっている。
・老年人口率は１８％を超え（市内平均１４．１％）、市内でも1､2を争う高齢地区となっている｡
・当地区内に含まれる小田急相模原地区は、相模原市総合計画において地区中心市街地と位置付けられ、活気ある市街地の整備が進められている。現在、小田急相模原駅北口Ａ地区第一種市街地再開発事業が平成20年3月の全体工事完了を目指し
て事業が進んでいる。また、小田急相模原駅北口B地区では、平成17年には、B地区再開発準備組合が設立され、再開発に向けた活動が行われている。
・小田急相模原駅北口から国立相模原病院までの間には、約1キロメートルにわたる商店街（サウザンロード相模台）が形成されており、魅力ある商店街の形成を目指し地区計画を定めるなど、熱心なまちづくりへの取組みが行われている。
・市内の緑道の中心軸である横浜水道道緑道が当地区を縦断し、健康づくりのためのウオーキングや散策・ハイキング等に利用されているほか、買い物・通勤・通学等、生活道路的な多目的緑道として、また、地域の緑化運動の場所や
憩いの場として活用されている。

課題
・小田急相模原駅周辺の交通渋滞。町田厚木線、相模原二ツ塚線の二本の県道が駅前で交差し、また、座間市との市境に位置することから、周辺幹線道路の整備と安全で利便性の高い歩行空間の創出が求められている。
・米軍施設により道路が分断され、迂回する車両により交通が集中し交通渋滞が発生しているため、歩道の整備や交差点の改良が求められている。
・違法駐車や放置自転車による交通環境の悪化、景観の悪化が深刻であり、自転車駐車場・自動車駐車場の整備が求められている。
・小田急相模原駅北口B地区では、Ａ地区とともに、地区中心市街地として相応しい商業集積や来訪者の回遊性の創出が求められている中、周辺の公共施設整備と併せ、再開発準備組合の活動を促進する必要がある。
・古くから住宅を中心としたまちづくりが進められてきたため、狭あい道路が多く、道路拡幅などにより、防災機能を強化する必要がある。また、市街化調整区域の生活廃水対策を進め、生活環境の向上や公衆衛生の向上を図る必要がある。
・米軍施設により分断された地区内の住民が、気軽に集まってコミュニケーションできる施設が求められている。

将来ビジョン（中長期）

・『相模原市２１世紀総合計画』においては、小田急相模原駅北口地区の市街地再開発事業や関連する幹線道路の整備を促進し、魅力ある地区中心商業地の形成を図ることとされている。また、都市
計画道路、生活道路の整備を進めるなど、良好な生活環境の創造に努めることが位置付けられている。
・米軍相模原住宅地区により周辺道路が分断されるなど、まちづくりへの大きな障害となっているが、それを補完する道路などの整備により、一体的なまちづくりを進める。
・『都市マスタープラン』において、小田急相模原駅周辺を地域の交流の場として魅力あるまちづくりを進めると位置付けられており、地区中心市街地として相応しい魅力の創造と住環境の整備を進め
る。

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 Ｈ１７ Ｈ２３

人 Ｈ１８ Ｈ２３

地区の中心として相応しい市街地の形成により、駅を利用する人
の１％増を見込む。 54,477

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

市民のコミュニティの活性化を図るため 市民活動による会議室な

５５１００人

地区内定住人口 計画地区内の人口
安全・安心で快適な居住環境の整備により定住人口の３％の増加
を見込む。 ５６２７０人 58000人

小田急相模原駅の利用者数 小田急相模原駅の乗降客数

回／年 Ｈ１７ Ｈ２３

市民のコミュニティの活性化を図るため、市民活動による会議室な
どの利用回数の57％増加を目指す。 4187回 6600回市民活動団体の活動回数 公民館・会議室等における市民活動団体の利用回数



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
○地区中心市街地として相応しい賑わいの創出と都市基盤の整備
　・市街地再開発を中心とした都市基盤の整備
　・地区中心市街地として相応しい賑わいの創出

道路整備事業、緑地、トイレ、エスカレーター、歩行者専用デッキ、下水道（汚水・雨水）、市街地再
開発事業（A地区、B地区）、基地返還に向けた取り組み、ＡＢ間連絡通路、市境に位置する都市計
画道路の整備、民間自転車駐車場整備

○安全・安心な歩行空間の創出と衛生的で快適な住環境の整備
　・下水道（汚水・雨水）の整備
　・歩道の整備、狭あい道路の拡幅
　・駐車場・駐輪場の整備による違法駐車や放置自転車への対策

道路整備事業、緑地、駐車場、下水道（汚水・雨水）、多目的会議室、市街地再開発事業（A地区、
B地区）、ウオーキングコースの拡充、基地返還に向けた取り組み、ＡＢ間連絡通路、市境に位置す
る都市計画道路の整備、狭あい道路の拡幅整備、民間自転車駐車場整備

○市民活動スペースの創出と住民のモビリティの向上
・多目的会議室の整備
・駐輪場・駐車場の整備

道路整備事業、駐車場、緑化施設、歩行者専用デッキ、多目的会議室、ウオーキングコースの拡
充、基地返還に向けた取り組み、ＡＢ間連絡通路、民間自転車駐車場整備

□　継続的なまちづくり活動
・サウザンロード相模台周辺では平成3年に魅力ある商店街の形成を目指し地区計画を定めている。
・さらに小田急相模原駅周辺では、このサウザンロード相模台地区及びアクト南口一番街地区が、調和のとれた魅力ある街並みを形成するために、区域内の市民が自主的に定め、運営するまちづくりのためのルールである『まちづくり協定』を平成4年に
制定し、それぞれの地区で『まちづくり委員会』が組織され、熱心な取組みが行われている。

□　基地施設返還に向けた活動
・米軍相模原住宅地区の存在は、市民生活やまちづくりに大きな影響を及ぼしている。市では、市内各種団体を構成母体とした相模原市米軍基地返還促進市民協議会との連携のもと、ウオーターフィルタープラント周辺部分、外周部分、及び横浜水道道
について共同使用を要請している。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 相模原市 直 Ｌ＝４０ｍ、Ｗ＝４～１５ｍ Ｈ１４ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 47 29 29 29

細項目 うち民負担分

752.4 国費率 0.4交付対象事業費 1,881

事業 事業箇所名

交付限度額

市道南台28号 0

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業主体 直／間

道路 相模原市 直 L=440m W=9～11m H１９ Ｈ２３ H２１ Ｈ２３ 295 228 228 228

道路 相模原市 直 L=267m W=11～16m Ｈ１９ Ｈ２２ Ｈ２０ Ｈ２２ 125 125 125 125

道路 相模原市 直 Ｌ＝２４０ｍ、Ｗ＝11～14ｍ Ｈ１７ Ｈ２３ Ｈ１９ Ｈ２３ 163 163 163 163

道路 相模原市 直 Ｌ＝45ｍ、Ｗ＝６ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 0.4 0.4 0.4 0.4

道路 相模原市 直 Ｌ＝125ｍ、Ｗ＝６ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 1.4 1.4 1.4 1.4

道路 相模原市 直 Ｌ＝145ｍ、Ｗ＝６ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 1.2 1.2 1.2 1.2

道路 相模原市 直 Ｌ＝200ｍ、Ｗ＝7.29ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 2.0 2.0 2.0 2.0

道路 相模原市 直 Ｌ＝390ｍ Ｗ＝６ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 4 0 4 0 4 0 4 0

市道大沼通 0

市道双葉４号 0

市道桜台３号ほか１ 0

市道麻溝南台 0

市道麻溝台４１号 0

市道麻溝台４４号 0

市道下溝４号 0

市道下溝７号 0

道路 相模原市 直 Ｌ＝390ｍ、Ｗ＝６ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 4.0 4.0 4.0 4.0

道路 相模原市 直 Ｌ＝365ｍ、Ｗ＝６ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 3.8 3.8 3.8 3.8

道路 相模原市 直 Ｌ＝200ｍ、Ｗ＝６ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 2.0 2.0 2.0 2.0

道路 相模原市 直 Ｌ＝200ｍ、Ｗ＝６ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 1.8 1.8 1.8 1.8

道路 相模原市 直 Ｌ＝200ｍ、Ｗ＝６ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 2.0 2.0 2.0 2.0

道路 相模原市 直 Ｌ＝200ｍ、Ｗ＝６ｍ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 2.0 2.0 2.0 2.0

地域生活基盤施設 相模原市 直 Ａ＝６０１㎡ Ｈ１４ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 185 129 129 129

高質空間形成施設 相模原市 直 A=65㎡ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 28 20 20 20

市道麻溝台４４号 0

市道新磯野２号 0

市道新磯野４号 0

市道麻溝台６５号 0

市道新磯野１号 0

トイレ 0

市道新磯野５号 0

緑地 0

高質空間形成施設 小田急電鉄 間 エスカレーター2基 Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 214 214 107 107

高次都市施設 相模原市 直 Ａ＝５１０㎡ Ｈ19 Ｈ19 Ｈ19 Ｈ19 120 120 120 120

高次都市施設 相模原市 直 Ａ＝６０８㎡、Ｗ＝８ｍ Ｈ１５ Ｈ１９ Ｈ１９ Ｈ１９ 600 206 206 206

高次都市施設 相模原市 直 Ｌ＝22m、W＝６m H２０ H２３ Ｈ２０ H２３ 326 326 326 0 288

合計 2,124 1,581 1,474 1,436 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

歩行者支援施設・エスカレーター 107

規模
（参考）事業期間

多目的会議室 0

デッキ 0

ＡＢ間歩行者連絡通路（デッキ）

107

事業 事業箇所名 事業主体 直／間
細項目

交付期間内事業期間

うち民負担分事業費 事業費 うち官負担分 事業費

相模原市 直 Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 411 411 411 411

相模原市 直 Ｈ１９ Ｈ２２ Ｈ１９ Ｈ２２ 33 33 33 33
相模原市 直 738ｈａ Ｈ２３ Ｈ２３ Ｈ２３ Ｈ２３ 1 1 1 1

合計 445 445 445 445 …B
合計(A+B) 1,881

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

西大沼地区第561雨水管ほか 0

事業期間
全体事業費

うち民負担分

地域創造
支援事業

下水道整備事業（汚水） 麻溝台系統ほか 0

下水道整備事業（雨水）

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）

0

事業活用調
査

都市再生整備計画事業効果分析業務 区域全体 0

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
市民協 相模原市 ○ 0
再開発組合 国土交通省 ○ Ｈ１５ Ｈ２０ 12,994
再開発組合 国土交通省 ○ Ｈ１９ Ｈ２３ 10,489

相模原市 相模原市 ○ Ｈ１９ Ｈ１９ 0

相模原市 国土交通省 ○ Ｈ１９ Ｈ２０

相模原市・座間市 相模原市・座間市 Ｈ１６ Ｈ２４

道路 相模原市 国土交通省 ○ Ｈ１９ Ｈ２２ 200

下水道整備事業 相模原市 相模原市 ○ Ｈ２１ Ｈ２１ 19

体事業費事業 事業箇所名 事業 体 所管省 名 規模

市街地再開発事業 小田急相模原駅北口B地区

健康づくりウオーキングコースの拡充 小田急相模原駅北口周辺

基地返還にむけた取り組み 米軍住宅地域
市街地再開発事業 小田急相模原駅北口A地区

道路（狭あい道路拡幅整備) 住宅密集市街地

市境に位置する都市計画道路の整備 (都)相模原二ツ塚線

公共下水道溝上大野台第601雨水管

市道南台30号

下水道整備事業 相模原市 相模原市 ○ Ｈ２１ Ｈ２１ 19

神奈川県 ○ 9,000

民間事業者 相模原市 収容台数約2,400台 ○ Ｈ１９ Ｈ１９ 468

合計 33,170

街路整備事業 県都市計画道路相模原二ツ塚線

民間自転車駐車場整備助成事業 小田急相模原駅北口再開発ビル

公共下水道溝上大野台第601雨水管



都市再生整備計画の区域

相模台周辺地区（神奈川県相模原市） 面積 738 ha 区域

北里1～2丁目、麻溝台1～8丁目、麻溝台の一部、下溝の一部、東大沼4丁目
の一部、西大沼4丁目の一部、双葉1～2丁目、御園2・4・5丁目、南台1～5丁
目、東林間2丁目の一部、松が枝町の一部、相模台1～7丁目、桜台、相模台団
地、相武台団地1・4～7丁目



　相模台周辺地区（神奈川県相模原市）　整備方針概要図

小田急相模原駅の利用者数 （人／日） 54,477 （１７年度） → 55,100 （２３年度）
地区内定住人口 ｈａ 56,270 （１８年度） → 58,000 （２３年度）
市民活動団体の活動回数 （回／年） 4,187 （１７年度） → 6,600 （２３年度）

目標

【大目標】コミュニティーの活気があふれる地区中心市街として相応しい魅力の創造と住環境の整備

目標１　地区中心市街地として相応しい賑わいのあるまちづくり

目標２　安全・安心で快適な住環境の整備

目標３　地域の一体感の創出とコミュニティー活動の醸成

代表的な

指標

■市道麻溝南台

■市道大沼通り

○米軍住宅基地返還運動

事業活用調査
都市再生整備計画事業効果分析業務

□公共下水道麻溝台系統
(汚水)

■市道下溝7号
■市道双葉4号
■市道下溝4号

□公共下水道西大沼地区第561雨水管(雨水)

○米軍住宅基地返還運動

□公共下水道麻溝台・緑が丘系統
(汚水)

○ウォｰｷﾝｸﾞコース
○県道町田厚木線

○相模原 ツ塚線

□公共下水道目久尻川第1-278-2雨水管(雨水)

□公共下水道溝上大野台第596雨水管他(雨水)

小田急相模原駅

○小田急相模原駅Ｂ地区
市街地再開発事業

■ＡＢ間歩行者連絡通路

○相模原二ツ塚線

○市道南台30号

基幹事業

凡 例

■市道麻溝台44号

■駅南口エスカレーター

■二ツ塚線
踏切改良

提案事業

関連事業

■市道麻溝台65号
■市道麻溝台41号
■市道新磯野1号
■市道新磯野2号
■市道新磯野4号
■市道新磯野5号

■市道桜台3号ほか1

■歩行者専用デッキ ■緑地整備
■公衆用トイレ整備 ■市道南台28号
■多目的会議室整備

○小田急相模原駅A地区市街地再開発事業
○民間自転車駐車場
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